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東北大･通研 沢田康次 ･鈴木 誠 ･清水 裕
熱流体系においても化学反応拡散系においても,臨界値を越えて遠く非平衡になると,数多
くの準安定状態が出現する｡その中で系がどの状態を取るかは,もしも系にゆらぎが無い場合
は勿論初期条件だけで決ってしまう｡ それではもし系に充分なゆらぎ又は外乱が与えられると
どの状態を取る確率が一番大きくなるであろうか｡この問題は,長いタイムスケールで観た時
に,非線型非平衡系が一番取りやすい状態は何か,又その状態にどの様に移って行くかと云う
問題に関係があり,生体の分化,進化に対してもある示唆を与えるものと考えられる｡
熱対流系においては,この間題は或る程度解決済みであって,例えばRobertsの数値計算1)
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